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祈 りをささげたものです。家族の祈 りはすばらしい実を

もた らしま「した。言葉では説明 しにくいことですが，確

かに家族の祈 りは子供たちにとって大切な意味を持 って

いました。永遠の父なる神への感謝を表すその行為 は，
けいけん

尊敬 と敬度，感謝の念を培い ました。祈 りの中では，病

人や貧 しい人々，助けを必要 としている人々のことが思

い起 こされました。国の指導者の ことも思い起 こされ，

それによって，公職に就 く人々への尊敬の念が培われ ま

した。そのような敬意は，今， どこに行 ってしまったの

で しょう。

このような祈 りがある家庭の中には，下品な言葉や神

の名 を汚す ような言葉 を話す人 はいませんで した。礼儀

正 しさと人のために尽 くす ことも，当時はよ く説かれて

いました。最近 ある人が，アブナー ・ハウエルの何年か

前の話 を録音 したテープを贈って くれました。実はアブ

ナー ・ハウエルはわたしの近所 に住んでいました。いわ

ゆる少数民族 に属する人で，苦労 して学業を修め，ユタ

州議会の守衛官の職 に就きました。その話の中で，彼 は

わたしの母への感謝の気持ちを述べていました。学校 に

通 っていた子供 のころに， わた しの母に勉強 を見て も

らった り，意地悪な人たちからかばって もらった りして

いたのです。わた したちは家庭の中で，地上のすべての

人 は神の息子であり，娘であると教 えられていました。

たとえ肌の色が違って も，その心，感情は同じなのです。

わたしたちの時代 には，だ らしない服装をして学校へ

行 くことは， とても考えられないことで した。わた しが

長ズボンを最初にはいたのは，中学校 を卒業するときで

した。それまではほかの子供たちと同様，短いズボンと

綿の黒いソックスをはいていました。しかし，その服装

はきちんとした，小ぎれいな ものでした。 ソックスの繕

いはとても難儀な仕事で したが，大切 な仕事でした。

わた したちは公立の学校 に通いました。わたしたちが

通っていた小学校はアメリカの政治家アレクサンダー ・

ハ ミル トンにちなんで名付 けられていました。また，中

学校 は合衆国大統領セオ ドア ・ルーズベル トの名を取 っ

て命名されていました。わた したちはこれらの人物につ

いて教わりました。2月12日 はアブラハム ・リンカーン

の誕生を記念す る祝日で，2月22日 はジョージ ・ワシン

トン大統領 を記念する祝 日で した。これ らの祝日が近づ

くと，わたした ちは学校で，「正直なアブラハム」や，

父親の桜の木を切って しまった ことを打ち明けた少年時

代のジョージ ・ワシン トンの話などを学びました。それ

一緒に働いてください。子供たちは親と一緒に働 く必要

があります。それによって，清潔さ』 進歩，繁栄などを

手に入れるには働かなければならないということを学'3{

のです。

らの話は，歴史的にはそれほど意味のある出来事ではな

かったかもしれ ませんが，わた したちの生活には非常に

大きな影響を与 えました。わたしたちは正直の原則への

正しい認識を深めました。今でも大統領 を記念する祝日

はありますが，多 くの人 にとってそれは，単なる休 日と

なってしまっています。

わたしたちは女性 を敬 うことを教えられました。女の

子 と一緒 に，近所でゲームをした り，家でパーティーを

した りしました。年齢が進んでデー トをするようになっ

て も，デー トに関するはっきりとした標準があ り，交際

する相手 を敬ってい ました。あのころから今に至 るまで，

技術的な面において，わた したちの社会 は数多 くの進歩

を遂げてきました。 しかし，内面的に大切 なものについ

ては，非常に多 くのものを失ってきています。

今の時代には数々のすばらしい自動車がありますが，

同時にカージャックや走行中の自動車か らの発砲事件な

どを心配しなければならない時代です。普通のテレビに
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加 えて，有線テレビやそれ に関連 した様々な機器類 もあ

ります。 しかしそれらを通 して，非常に下品で言葉遣い
ぼうとく

も冒漬的で反道徳的な娯楽が，家庭の中に押 し寄せてい

ます。多 くの都市では，夜 は危険で歩 くことがで きませ

ん。犯罪が現代の最 も深刻な問題 として採 り上 げられて

います。アメ リカ合衆国 を例 に挙げると，年間に600万

件の凶悪犯罪が発生 していると言われています。1960年

か ら1992年 の間における，対人 口比の犯罪増加率 は371

パーセン トです。わずか32年 の間にです。1992年 の殺人

事件 の被害者数 は2万3，760人 で した。 これはベ トナム

戦争の全期間を通 して戦死 したアメ リカ兵のほぼ半分に

上 る数です。9

子供が子供 を殺す という事件 も，この社会の悲惨 な現.

象の一つとなってきています。殺人 は，青少年の死亡原

因の中で第2位 を占めています。警官の増員，刑務所増

設のために，絶えず多 くの予算が求められてい ます。そ

れが必要なことは確かです。 しかしわたしが もっと強 く

確信 しているのは，そのような対応だけで情況を大 きく

変 えることはできないということです。問題の核心 に触

れていないか らです。

もちろん， このような懸念は，合衆国に特有のもので

はありません。世界中の国々で，同様の問題が見受 けら

れます。確かにわたしたちは科学技術面での恩恵 に浴 し

ています。わた しが これまで生 きてきた時代になされて

きた科学上の発見 の数 は，それに先行するすべての時代

になされた発見の数 よりも多いのです。 しか し，それ以

外の多 くの分野で，わたしたちはほんとうの文明 という
やみ

点において，いつ しか混乱の闇の中に足 を踏み入れてし

まい ました。少な くとも大都会 といわれる地域 において

は，そのことが言 えます。

人間が作 ってきた社会 にはこれまで常 に犯罪が存在 し

てきました。それらは，すべてではないにせ よ，これか

らも常に存在することでしょう。ポルノグラフィー，不

道徳な行為，そのほか数々の問題 は， これ までにも社会

の中に存在 し，今後 も存在 し続 けてい くことでしょう。
ま

しか し，わた したちが今 目の当た りにしている風潮が こ

のまま続 けば，何 らかの大きな破局に見舞われることは

避けられません。例えば，婚外子(法 律で認められた結

婚関係にない男女の間 に生まれた子供)の 問題 は， これ

までも常に社会に存在 し続けてきた ことであり， これか

らも存在 し続けていくと思われます。 しか し， これは深

刻な結果をもたらす ものであり，わた したちはこのいと

わしい社会現象の増加を見過ごしにするわけにはいきま

せん。父親のない子供があふれているような状況は， ど

のような社会であって も，必ずその償 いを求められ ます。

国家予算における歳入不足は確かに重大な問題ですが，

わた しがそれ以上 に心配 しているのは，人々の道徳心の

欠如 ということです。わたしたちの社会には，より多 く

の警官が必要なのでしょうか。そのことの必要性に疑い

を差 し挟む気持ちはありません。社会はより多 くの刑務

所を必要 としているのでしょうか。それ も必要だと思わ

れます。しか し， そのような こと以上に，何にも増 して

必要 とされているのは，家庭を強めることなのです。子

供は家庭 の中で育て られるのです。今，社会では青少年

の問題が非常 に深刻になっています。 しかしそれよりも

深刻なのは親の問題なのです。 この教会ではこれまで長

い間 にわたって，教会員の家庭を強めるために多 くのこ

とを教 え，様々な働 きをして きました。わたしはそのこ

とに感謝 しています。

現代の 日常生活が様々な面で便利 になっているのは喜

ばしいことです。しかし，わたしは今多 くの家庭の中で

起 きている事柄 に心を痛めています。最近伝えられた と

ころによると，合衆国だけで年間80万 件以上の家庭内暴

力が起 きていると言います。離婚率の高さは，社会 を構

成する家庭の弱さについて，重要な事柄 を物語っていま

す。荒廃 した家庭は必然的に，問題のある子供を生み出

します。

では，今何ができるでしょう。1日 ，1か 月あるいは，

1年 という短い間に状況を180度 転換 させ ることはで き

ません。 しかしわたしは確信 しています。必要な努力を

して，今の世代か ら状況転換への働 きを始めるな ら，次

の世代にはすばらしい成果を達成することができます。

それは，人の歴史の流れの中で見れば，それほど長い時

間ではありません。徳 に満ちた精神 を家庭の中に取 り戻

すこと以上 に，永続的な祝福 をもたらせるものはほかに

あ りません。

少年のころ，わたしたちは学校のある間は町で暮 らし，

夏 になると果樹園で生活 しました。そこでは， りんごや

桃の果樹園があり，ほかにも様々な果物の木 を育ててい

ました。兄 とわたしは，10代 になると木のせん定の仕方

を習いました。2月 と3月 には，雪がまだ地面に残って

いましたが，土曜 日ごとに果樹園に行きました。農業大

学で開かれた講習会にも出席 しました。当時の経験から

せん定について大切 なことを学びました。例 えば，2月
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に桃の木 をどうせん定するかで，9月 にどのような実 を

収穫できるか，ほぼ決 まってしまうことを学びました。

要は，生長 してい く実が，風通 しのよい状態で，日光を

十分に受 け，互いに十分な間隔を保てるように枝 をせん

定す るのです。

同 じことが子供 にも言えます。次のような真実 を突い

た古い格言があ ります。「若木が傾いていれば，その木

はか しぐ。」以前 に総大会で話 した ことを繰 り返させて

いただきます。わたしたちは結婚 して間もなく，最初の

家を建てました。お金があまりなかったので，ほとん ど

の仕事を自分でしました。庭造 りも全部自分でしました。

た くさんの木を植 えましたが，その最初はサイカチの木

でした。いずれ夏 には涼 しい木陰 を作 って くれる日が来

ると想像 しなが ら，庭 の片隅にそれを植えました。そこ

は峡谷か らの東風がいちばん強 く当たる場所でした。穴

を掘 り，そこに植 えました。そして周 りに土 を入れ，水

をかけましたが，後 はその.木のことはほとんど忘れてい

ました。それは直径2セ ンチほどの小 さな木でした。枝

はとて もしなやかで， どちらの方向にで も簡単 に曲が り

ました。年月は過ぎていきましたが，わた しはその木に

はほとん ど注意 を向けませんでした。そしてある冬の日，

たまたま窓越 しに，葉 をすっか り落 としたその木 を見た

のです。それ は樹形 も悪 く，バ ランスが取れず，西方に

傾いていました。まった く信 じられない思いでした。わ

た しは外に出て，その木 を自分の力で押 して， まっす ぐ

に立てようと試みました。しかし幹の直径 はすでに30セ

ンチほどになっていて，わた しの力ではび くともしませ

んでした。そこでわた しは，道具箱か ら滑車 とロープを

取 り出してきて， ロープの一方の端 を木に， もう一方を

しっかりした支柱 に縛 りつけ，それを引っ張 りました。

滑車が少 し動 き，木の幹がわずかに揺れ ました。 しかし，

それだけでした。「おまえにはわた しをまっす ぐにする

ことはで きない。遅 すぎるよ。お まえが構 って くれ な

かったから，わたしはこんなふ うに育ってしまったのさ。

てこで も動かないよ」 と，その木に言われているような

気がしました。

わたしは最後の一念で，西側 に伸びた大枝 をの こぎり

で切 り落 としました。少 し下がって，自分がした ことの

結果を見てみました。わた しが切ったのは木の主立った

部分で，空に向かって伸びる枝が1本 だけ残っていまし

た。

あの木を植 えてか ら，すでに半世紀以上がたちました。

今その家には娘 とその家族が住んでいます。先 日，その

木 を見てみました。大きくな り，形 もよ くなっていまし

た。今ではその家に とって貴重な存在 となっています。

しかし，わたしがその木に残 した傷 はひ どい ものでした。

まっす ぐに立て直すためとはいえ，我 なが ら随分手荒な

ことをしてしまった ものです。最初に植えた ときに，ひ

も1本 で動かないようにしておけば，風の力 にも耐えて，

まっす ぐに育っていたことでしょう。ひ もを結わえるこ

となど，わずかな手間でで きたことですし，そうすべ き

だったのです。 しか し，わた しはそれをしませんで した。

そして本 は，吹きつける風の力に負けて，傾いて しまっ

たのです。

子供たちは，木 とよく似ています。普通小さな子供で

あれば， それほど力を入れなくても，その生活を形作 り，

導いてい くことがで きます。箴言の作者 はこう書いてい
ゆ

ます。「子をその行 くべき道に従 って教えよ， そうすれ

ば年老いて も，それ を離れることが ない。」(箴 言22：

6)こ の訓練の根幹は家庭 にあります。そのほかに頼 り

となるものはまずあ りません。 このますますひどくなる

状況の中で，行政に依存 してはいけません。前合衆国大

統領 ジョージ ・ブッシュの夫人，バーバラ ・ブッシュは

1990年 にマサチューセ ッツ州 ウェルズ リーで，ウェルズ

リー大学の卒業生を前に凍のような賢明な勧告をしてい

ます。「家族 としての皆 さんの成功，社会 としてのわた

したちの成功 は，ホワイ トハ ウスで行われることではな

く，皆さんの家で行われることにかかっています。」

神の教えはわた したちの助 けとなり，驚 くべき結果 を

もたらして くれます。神の教 えは正 しい価値観の守 り手

であ り，標準 を説いて くれるすばらしいものです。価値

観にかかわる神のメッセージは，いかなる時代にあって
こんにち

も首尾一貫 しています。シナイ山の時代か ら今 日に至 る

まで，主の声 は善 と悪にっいて厳かな宣言を発 していま

す。その声は現代 の啓示の中でも，次のように宣言して

い ます。「わた しはあなたがた に，あなたがたの子供た

ちを光 と真理の中で育てるように と命 じた。」(教 義 と聖

約93：40)
「では， どうした らよいのか」 と皆 さんは思われるこ

とで しょう。親の立場にある人が， これからお話 しする

4つ の簡単な事柄 に従 うなら，1世 代か2世 代のうちに，

道徳的価値観において，わたしたちの社会 を180度 転換

させ られ ることでしょう。

それは次のように簡単 なものです。親 と子供が(1)

聖徒 の道/1996年6月 号





身の愚かさを示すだけでな く，神御 自身 を傷つけるの と

同じであるという重要かつ明白な教 えを刻みつける必要

があります。子供が生 まれると，それに伴って，生きて

いるか ぎり続 く責任が生 じることも教えて ください。

盗みゴ人 をだますことが悪であ り，偽 りはそれを口に

する人の不名誉 になることな どの真理 を模範 と言葉 に

よって教 えて ください。礼儀 を文明の中に回復させよう

と思 うなら，子供が幼いうちか ら，家庭の中で， まず両

親がそれを始めなければな りません。それ以外の方法で，

達成で きるものではありません。

E.一 緒に働 いて ください。「怠 け心 は悪魔 の仕事

場」 という言葉は， いつご ろか ら言われ始めた ものなの

でしょうか。子供たちは親 と一緒に，皿洗い，床掃除，
せい

芝の手入れ，庭木のせん定，ペンキ塗 り，修理，整理整
とん

頓な どをする必要があります。清潔 さ，進歩，繁栄など

を手に入れるには働かなければならない ということを教

えて くれる数多 くの事柄を一緒にす る必要があ ります。

何かを手に入れるにはそれを盗めばよい というような考

えで大 きくなっている若人があまりに多す ぎます。

落書 きは，それを書いた本人が きれいにすれば，すぐ

に消えることで しょう。わたしは自分が中学1年 のとき

に経験 したことを今で も覚えています。わたしはほかの

男の子たちと昼食を食べていて，バナナの皮 をむき，そ

れを地面に捨て ました。す ると校長先生が近づいて来て，

わたしにそれを拾 うように言いました。その言葉には，

非常 に強い響 きがありました。わた しはベンチから立ち

上がると，そのバナナの皮を拾い， くず入れに捨 てまし

た。 くず入れの周 りには，ほかにもごみが落ちていまし

た。わた しが自分のバナナの皮 を拾 うと，校長先生は，

ほかのごみもきれいにするように， と言いました。わた

しはそれに従いました。以来，バナナの皮を捨てた こと

は一度 もありません。

3.良 書を一緒に読んでください。わたしは，テレビ

は大勢の人を教 えるために作 られた道具 としては最高の

ものではないか と考えています。しか し一方で，テレビ

の画面からわたしたちの家庭の中に吐 き出されて くる卑
ぼうとく

わいな表現，腐敗，暴力，冒漬的な言葉などは厳 しく非

難すべきだ と思います。 それは今の社会の悲 しむべき縮

図です。1日 に6，7時 間 もテレビを見ている家庭が数

多 くあるという現実は，非常に深刻なことを物語 ってい

ます。.テレビ中毒 にかかっているそのような人々がいる

ことを残念に思います。それはまさしく中毒症です。ほ

かの数多 くの悪い習慣 と同じで，有害な習慣です。小 さ

な子供たちに本 を読んで聞かせていない親がいることを

残念 に思います。良書の中に見いだされる感動や，偉大

な人物の精神 に触れる体験のすばらしさを知 らない子供

たちはかわいそうです。それらの作品は，優れた作家た

ちが，様々な大切な事柄 について，磨 き上げ，洗練 され

た言葉でそれぞれの考 えを述べた ものなのです。

合衆国大統領 トーマス ・ジェファーソンが子供の とき

に欽定訳 『聖書』のすばらしい聖句を学びながら育った

ということを，以前に読んだことがあ ります。聖典を読

み続ける中で，わた したちは偉大 な人々，時には主御自

身 と歩むことさえで きます。さらには，美 しく力強い感

動的な語句に訳 された古代 の預言者の厳かな言葉 を読み，

深 く味わうこともできます。実 にすばらしい機会です。
「テレビを消 して

，良書 に親 しもう」 というスローガ

ンに従 うな ら，わた したちは子供たちを強めるという点

において，非常に大切な働 きをすることになります。誤

解 しないで ください。テレビを通 してわたしたちは実に

多 くの価値 あるものに触れることがで きます。 しか しわ

た したちは，自分で良いものを選ぶ必要があります。多

くの放送作家やプロデュサーの くだらない作晶や話 にう

つつを抜かしていてはな りません。

最近ある人が1冊 の本 をわた しに贈って くれ ました。

彼 は大 きな大学の哲学博士で，その本を読んで非常 に深

い感銘 を受 けた， との ことでした。わた しは早速読んで

みました。 その物語の主人公はノ切 に住む少年で，8歳
やみ

の ときに事故で失明してしまい ました。彼が闇に取 り囲

まれた ときに， どのようにして新しい光の世界に入 って

行 ったかを描 いた物語で した。彼が16か17歳 の ときにド

イツがフランスを占領 し， ドイツ兵がパ リに進駐 してき

ました。 この盲目の少年は，才気あふれる学生で， レジ

スタンスのグループを組織 しました。そして仲間たち と

一緒 に印刷機で刷 り上げた小 さな新聞を通 して情報の収

集 と伝達を行 う仕事 を進めました。その仕事 は，1回 に

25万部 を配付するまでに成長 していきました。しか し彼

は，仲間の裏切 りによって逮捕 され，ブーヘンバル トの

収容所へ送 られました。不潔で絶望的な環境の中，彼 は

自分 と同 じような犠牲者 と寝起 きを共 にしました。 目は

見 えませんでしたが，彼の心の中には一つの光があり，

その惨 めな状況 を克服 させて くれました。彼はその不潔

な収容所に入れられた人々の指導者 として頑張 りました。

彼が始 めた小 さな新聞は，やがて大新聞 となりました。
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ク リス トファーが大学の講義の準備 をしていた ときでし

た。二人はそろって祈 りの答えを受 けた と感 じました。

「家族 ぐるみでおつきあいしている友人 をどうして も訪

ねなければならない という気持ちになったので，それを

主人に告げると，『実はぼ くも同じ気持ちなんだ。今す

ぐ行 こうか』 と言って くれたんです。」

友人宅 を訪れた二人は，出された飲み物 に驚 きました。

普通の家であればビールを出してもてなすのに，ジュー

スを勧められたのです。友人夫婦 は 「今，末 日聖徒イエ

ス ・キ リス ト教会 という教会に所属 しているため，アル

コールやたばこを口にしな くなったんだよ」 と説明 して

くれました。

そのときの様子をチャクーラ姉妹 は次 のように話 して

い ます。「主人 とわた しはお互いに顔を見合わせ ました。

わた したちは深 く愛 し合っているので，相手の目を見れ

ばお互いの考 えが分かるのです。そして，二人 してす ぐ

にこう尋ね ました。『その教会の会員になるにはどうし

た らいいの。』」

こうして，宣教師から福音 について学び，1982年2月

にバプテスマを受けました。

「わた しはいつ も心 の中で歌 を歌 ってい ます」

教会 に入 ってから10年後，クリス トファー ・チャクー

ラはガーナ ・アクラ伝道部 を管理する召 しを受 けました。

この召 しによってすばらしい祝福の扉が開かれ ました。

チャクーラ夫妻はソル トレーク神殿で夫婦の結び固めを

受 けたのです。

現在，南アフリカ ・ヨハ ネスブルク伝道部で宣教師 と

して働いている長男のエメカも，そのとき両親 との結び

固めを受けることがで きました。

チャクーラ夫妻はほかの二人の息子たち とも結び固め

を受ける日を待ち望んでい ます。次男のウーケンナは高

校を卒業 し，セ ミナリーを終了した ところです。ウーケ

ンナは支部の音楽指揮者 と伴奏者の召 しを受 けており，

医学の道に進みたいと願 っています。10歳 になる三男の

名前はオルエブベで， これには 「神の奇跡」 という意味

があります。オルエブベは，学校の成績が非常 に優れて

いるだけでな く，美 しい声の持 ち主です。チャクーラ家

にはほかに二人の養女がいます。

チャクーラ兄弟姉妹 は教会の召 し，育児のいずれにつ

み たま

いても御霊の導きに従 うことの大切さを学んできました。

伝道部長である夫が シエラ ・レオネに出かけていて不在

だった ときのことです。ウーケンナが非常に重い病気に

かか り，チャクーラ姉妹が家 にいて看病していました。

当時9歳 だったウーケンナは医師から薬をもらっていま

したが，病状 は悪化する一方でした。お うとが続き，体

力が急速に衰え，やがてすっか り衰弱してしまいました。

フローレンスが脈 をとると，かすかに鼓動が分かるぐら

いにまで弱っています。彼女は死を覚悟 しました。

息子のために祝福 を頼 もうにも神権者がいないため，

チャクーラ姉妹 はベ ッドの傍 らにひざまず き，息子 を

しっか りと抱 きなが ら，助 けを求めて祈 りました。祈っ

ている途中で，ある薬を与 えてはいけない とい う， はっ

きりとした示 しを受けました。その ときの時刻は午後5

時45分 でした。次の投薬 は午後6時 の予定でした。チャ

クーラ姉妹は慰めの気持ちを覚えなが ら祈 りを終 えまし

た。 どうすべ きかをはっきりと知 った彼女 は薬 を変えま

した。するとウーケンナの脈拍 は直ちに正常に戻 り，吐

きけが治まったので した。

「家 にいれば神権の祝福 を与 えて くれ る主人が， その

日はいませんで した。ですか ら主にお願 いす るしかな

かったのです。わたしは信仰 を行使 し，主を呼び求めま

した。そして主は， ウーケンナを助 けて くださったので

す。」

フロー レンス ・チャクーラは自分の人生で起 きた奇跡

を感謝の気持 ちを込めて数 え上 げています。「わた しは

食物 を他人 にねだるようなことはあ りませんでした。自

立す ることがで きました。家庭 を衛生的にす ることに

よって伝染病 を予防するよう家族 に教えることができま

した。多 くの人々 に教える機会があ りました。また，神
おそ

権 を持ち，神を畏れ，神 に奉仕することを子供たちに教

えて くれる夫にも恵まれてい ます。」

フローレンス ・チャクーラの人生は，不安 と欠乏の人

生か ら，平安 と喜びの人生へ と変わ りました。「主 はわ

たしの祈 りを聞いてください ました。主は，輝 く幸福な

未来を求 めて苦 しみ∫探 し求めるわたしを御存 じでした。

主はわたしの努力に対 して数 え切れないほど多 くの祝福

を下 さいました。教会に入って以来，わたしは平安な気

持ちで毎朝を迎 えています。わた しはいつ も心の中で歌

を歌 っています。」□
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障害 と信仰 と

奇跡

第一副管長

トーマス ・S・ モンソン

書
≡

垂

蓋

葦

塁

室

家摩野 魏漿麟漏謡 叢 薦蒙寡
あ ります。天父 と御子 はわた したち に，亡 くなった先祖 を探

求 し，彼 らの身代わ りと して昇栄の儀式を執行するよう命 じ

てお られます。 しか しなが ら，神 は先祖の探求で悩み苦 しむ

わた したちを放置さ：れるのでな く，時 として劇的な方法で道

を備え，わた したちの祈 りにこたえてくださいます。

数年 前 の こ とで すが ， ロイ ター通 信

か らの ある特電 が新 聞 に掲 載 され まし

た。一 人 の アメ リカ人 が， 長 い間音 信
しんせき

の途絶 えて いた イギ リス の親戚 を探 す

た め， ロ ン ドンに1通 の手 紙 を 出 した

とこ ろ， 消息 が判 明 した とい うニ ュー

ス で し た 。 モ ン タ ナ 州 マ イ ル ズ シ

テ ィー に住 む25歳 の青 年 マ イ ク ・ア ー

クデ イル が知 ってい た こ と とい えば，

祖父 の ライ オネ ル ・ドー ソ ン ・アー ク

デ イル が19世 紀末 に北 アイ ル ラ ン ドか

ら合 衆 国 に移 民 して 来 た とい う こ とだ

けで した。 そ こで彼 は， ロ ン ドンで 唯

一住 所 を知 って いた 英 国観光 局 あ て に，

自分 の親 戚 を探 して ほ しい とい う手紙

を書 き ました。

観 光局 で この手紙 を開封 した めが ，

広報 担 当職 員 ギルバ ー ト ・ア ー クデイ

ル とい う人 で した。

ギル バ ー ト ・ア ー クデ イル は簡単 な 、

調査 を行 って か ら， マ イ ク に返 事 を書

きま した 。 「初 め ま して， わ た しは あ

なた の い と こです 。」

その後 ど うなった か は言 う まで もあ

りませ ん。

スカ ン ジナ ビア に先祖 を持 つ人 々 に

は 「父称 」 とい う厄 介 な問題 が あ りま

す 。 ス カ ン ジ ナ ビア に ゆか りの な い

方々 にわた した ちが 抱 えて い る問 題 を

紹介 して お きます。 わ た しの祖父 の名

前 はネ ル ス ・モ ンソ ン と言 い ます。祖

父 の父親 はモ ン ソ ンとは言 わず， モ ン

ス ・オ ー ク ソ ンで した 。 そ の 父親 は

オ ー ク ・ペ ダ ー ソ ン， そ して， そ の父

親 はピー ター ・モ ンソ ン，.また モ ン ソ

ン に戻 ります。 彼 の父親 の名 前 はモ ン

ス ・ル ス テ ィ ヒで ， これ は兵役 に就 く

ときに ピー ター ソ ン， ジ ョン ソン， モ

ン ソン な どの姓 が 多か ったた め に区別

す る目的 で付 け られた ， ス ウ ェー デ ン

の軍隊 名 です 。 この問 題 は命名 の過 程

を理解 す れ ば解決 す る こ とが で き ます 。

ヒ ュー ・B・ ブ ラ ウ ン副管 長 は神権

系 図委員 会 が創設 され た と きに委 員会

の一 員 だ ったわ た した ち に対 し， 霊界

にお け る伝道 活 動 は ピ ッチ を上 げて進

め られ て い る と述 べ ま した。 さ らにブ

ラウ ン副管 長 は， ジ ョセ ブ ・F・ ス ミ

ス大管 長 の言葉 を引用 して ， この世 に

おい て永遠 の福 音 を聞 く機会 のな かっ

た すべ て の人 は今福 音 を耳 にして い る

と語 りま した。 ス ミス大管 長 は この よ

うに宣 言 して い ます 。 「預 言者 ジ ョセ

ブ に啓 示 され た この福 音 は，福 音 の知

識 な くして この世 を去 り， 霊界 へ行 っ
の

て獄 に い る霊 た ち にすで に宣 べ伝 え ら

れて い る。 ジ ョセ ブ ・ス ミスは彼 らに

福 音 を宣 べ伝 えてい る。ハ イラム ・ス

ミス も同様 であ る。 ブ リガ ム ・ヤ ング

も，預 言 者 ジ ョセ フの管理 の下 に この

神 権 時代 に生 きたす べ ての忠 実 な使徒

た ち も同様 で あ る。」1

また ス ミス大 管長 は1916年 に次 の よ

うに述 べ てい ます。 「わ た した ちの働

きを通 して ，彼 らを縛 る鎖 が外 され，
やみ

彼 らを取 り巻 く闇が 払 われ る。 そ して

光 が彼 らの上 に輝 き，彼 らは地上 の子

孫 が 自分 たち のた め に した こ とを霊界

で 聞 き， あ なたが これ らの義務 を果 た

して くれ た こ とを， あなた と ともに喜

ぶ で あ ろ う。」2

わ た しは 「義 務 」 とい う言葉 が好 き

です。 わ た しに とっ て義務 とい う言 葉

は何 か神聖 な響 きを持 って い ます。 ハ
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リー ・エ マ ソ ン ・フォス デ ィ ックの言

葉が 心 に浮 か んで き ます。 「人 は金 の

た め に精 を出 す。 そ して， 人 のた め に

は もっ と力 を出 し，大 義 のた め には そ

の全 力 を尽 くす もの であ る。義 務 を喜

び に変 えて初 め て，徴 集兵 と してで は

な く，愛 国心 に燃 えた一 国民 として国

家の た めに戦 うよ うにな る。義 務 は，

喜 んで力 い っぱ い行 お う とい う人 の手

に よ らないか ぎ り，立 派 に果 た され る

こ とはな い。」家 族 歴 史 の 探求 に熱 心

に取 り組 んで い る人 々 は， 義務 につ い

て この定義 を満 た してい ます。 全力 を

尽 くして い るか らです 。

先祖 を探 求 す るわ た したち に， この

世 の 障害 が大 き く立 ちは だか り， とて

も乗 り越 え られ そ う もな い と感 じる こ

とが あ ります。 しか し往 々 に して， 奇

跡 的 な方法 で 山積 す る問題 が取 り除 か

れ，先 が見 えて くる もので す。

数年 前 の こ とで すが， カ リフ ォル ニ

ア州 ユバ シテ ィー に住 む ア リス ・E・
そう そ ふ

ス ミス は曾 祖父 の死 亡記 録 を探 し出す

に当 たっ て特別 な経 験 を し ました。 そ

れ はわ た した ちの信 仰 を も鼓 舞 して く

れ る体験 で した。 ス ミス夫 妻 は， ワ シ

ン トン州 シア トル近 郊 に住 む娘 を訪 問

す る，年 に1度 の旅 行 か ら帰 る と ころ

で した。 ス ミス姉妹 は， ご主人 が帰路

に寄 り道 す るの を とて も嫌 うこ とを よ

く承 知 していた ので すが ，曾 祖 父の死

亡記 録 を探 し出せ るか もしれ ないの で

墓地 に立 ち寄 って くれ ない か と頼 み ま

先祖を探求するわたしたちに，この世の障害が大ぎく立ちはだかり，とても乗り越

えられそうもないと感じることがあります。しかし往々にして，奇跡的な方法で山

積する問題が取り除かれ，先が見えてくるものです。

した。意 外 な ことに ご主 人 は， コロ ン

ビア河 畔の 小 さな 町 に寄 る こ とを二 つ

返事 で承 知 しま した。

二人 は車 を走 らせ て，3か 所 あ る墓

地 の うち，勘 を頼 りにいち ば ん近 い墓

地 へ行 きま した。 年代 の古 い墓 が あ る

一帯 の 中央 に駐車 す る と
，一 つ一 つ墓

標 を見 て回 りま した。10分 もしな い う

ち にい ち ばん下 の娘 が声 を上 げ ました。

「こ こにベ イ リー って あ るわ
。 きっ と

これ よ。」

ご主人 は空 き缶 に水 を くみ，車 か ら

タオル を持 っ て来 る と， 丹念 に墓 標 を

ふ い て長 年 の こけを落 とし，名 前 と口

付 を完全 に読 め るよ うに し ました。 さ

らにふ き続 ける と簡 単 な言葉 が 刻 まれ

て い るのが 分か りま した。 この 刻印 に

は重 大 な意 味 が あ りま した 。 「ここ に

わが 心 を置 く。 わが 心 を取 りて，結 び

固 め よ。 天 の 宮廷 に結 び固 め よ。」 ま

さに それ は天 の助 けで した 。 こ うして，

メ ソ ジス ト派の 熱心 な信 者 だ った先祖

か ら現代 の子 孫 にあて た メ ッセ ー ジが

伝 え られ た ので した 。

昔 の賛 美歌 「すべ て の祝福 の 泉 に来

たれ 」 か ら引用 した 言葉 も見 つ か りま
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した。 この賛 美 歌 は， そ こに込 め られ

た神 聖 な メ ッセー ジ とと もに， 増 し加

わ る子孫 に永遠 にわ た って歌 い継が れ

て い くこ とで し ょう。 また この家族 に

とっ て， 「結 び 固 め る」 とい う言 葉 も

い っ そ う大 きな意味 を持 つ こ とで し ょ

う。

主 の業 は この世 に生 きてい る人 だ け

に限定 され る， と主が語 られ た こ、とは

一 度 もあ りませ ん
。 預 言者 ジ ョセ フ ・

ス ミス は， わ た した ちが 自分 の救 い の

た め に必 要 な す べ て の こ と は， 亡 く

な った愛 す る人 々 の救 い のた め に も行

われ な けれ ばな らな い と述 べ てい ます。

なぜ な ら， 救 いの 条件 はだれ に対 して

も同 じだ か らです 。

善 を行 う ことに疲 れ果 て て はな りま

せ ん 。 この神 聖 な業 に対 して小 さな あ

るい は無意 味 な貢献 しか で きな い と感

じる こ とが あ った ら， 「人 の価 値 が神

の 目 に大 い な る もの で あ る こ と」3を

思 い起 こ して くだ さい。 わ た した ちが
あかし

この業 に対 して証 を得 る と， 当然 ， そ

の成 長 と発展 の た めに もっ と貢献 した

い とい う気持 ち に な ります。 様々 な障

害 も朝 日の前 の もや の よ うに消 え去 っ

て い きます。 変 わ らぬ信 仰 を もっ て神

の業 を行 ってい れ ば，必 要 とす る祝福

を受 ける備 えが で き るで し ょうこ

わた しが カ ナダ の トロ ン トに本 部 を

.置 くカ ナ ダ伝 道部 の部長 を務 めて いた

と き，伝 道部 内に マー トル ・バ ー ナム

とい う， 家族 歴史 の探求 に非 常 に熱 心

な姉妹 が い ま した 。 この神 聖 な務 め に

とて も忠実 な人 で ，特 にセ ン トロー レ

ンス川 地域 の資 料 をた くさん集 めてい

ま した。 しか し彼 女 は， あ る ところで

行 き詰 まっ てい ま した。 どこに助 け を

見 い だせ ば よいか も分 か りませ ん。研

究 し， 調査 し，祈 り ま・したが， 成 果 は

上 が りませ ん。 それ で も， あ き らめ ま

せ ん で した。必 要 な資 料 を見 つ け られ

ない まま月 日が過 ぎて い く ことに焦 り

や疲 れ を覚 えて はい ましたが， 希 望 を

持 ち続 けた ので す。

あ る日，バ ー ナム姉 妹 が古本 屋 の前

を通 りかか る と， ど うして も中 に入 り

た い とい う気 持 ち にな りま した。 書棚

を上 か ら下 に見 てい くと， あ る本 が 目

に留 ま りま した。 ど うして 目 に留 まっ

た か につ い て彼 女 は， 「主 が 霊感 を与

えて くだ さ っ た と しか 考 え られ ませ

ん」 と， 証 して い ます。 そ れ は2冊 の

本 で， 『クウ ィン ト湾 岸 開拓 者 の 生活

(Pげo%67L舵oη 漉θ βの，(ゾ

Q痂 漉)』 ， 第1巻 ，第2巻 とそ れ ぞ

れ背 表紙 に書 いて あ りま した。何 か の

小説 の ようで した。 彼女 は手 を伸 ば し

て書 棚 か らほ こ りだ らけの2冊 の本 を

取 り出 し， 内容 を見 て驚 き ました。 そ

れ は小 説で はあ りませ んで した 。 そ こ

には， 記録 が残 され る よう にな って以

来， クウ ィ ン ト湾岸 一帯 に生活 した す

べ て の人 の系 図が記 され てい たの です。

彼女 は我 を忘 れてペ ー ジ を め くってい

き ま した。 そ して， 彼 女 の系 図の空 白

聖徒の道/1996年6月 号

2ヱ

部分 に当 た る記 録が 見 つか った ので す。

こ うして， バ ーナ ム姉妹 の家 族 歴史 の

探求 は再 び軌 道 に乗 った ので した。

この書物 をバ ー ナム姉 妹 が買 える よ

う，地 元 の長老 定員 会 がか な りの資 金

を調達 して くれ ま した 。 そ して， この

大切 な資料 は ソル トレー ク ・シテ ィー

の教会 本部 に送 られ ま した。 この書物

を通 して， 幕 のか な たへ行 った何千 人

もの人 々 の系譜 が つ なが った とい う手

紙 が わた しの も とに寄 せ られ ました。

家 族 の系譜 をつ な ぐこの宝 の発 見 に大

勢 の人 々 が喜 び ま した。 その一 人 が，

当時 大管 長会 の一 員 だ ったヘ ン リー ・

D・ モ イル副 管長 で す。彼 の祖 父 の一

人 が まさ し くその地域 の 出身 だ った の
あつ

です 。 これ らすべ て の こ とは，信仰 篤
しもべ

い一人 の主 の僕が ， あ き らめず，落 胆

もせ ず ， 「わた し個 人 に で き る こ とは

も う何 もな い」 とい う言 葉 を発 し な

か った た めに起 こ りました。

家 族歴 史 の探求 とい うわた した ち の

宗教 の根 幹 を成 し， また報 い ある業 を

果 たす兄 弟姉 妹 の うえに，天 父 の祝福

が注 が れ ます よ うにお祈 りして い ます。

□

注

i.『 福 音 の 教 義 』p.450

2.Ooη6ereηceReρorf「 大 会 報 告 』

1916年10月 ，P.6

3.教 義 と聖 約18=10
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家庭訪問メッセージ

自分の顔 に神の面影 を刻む

「あなたがたは……純真な心と清い

手をもって……自分の顔に神の面影を
ありさま

刻まれた有様で 〔神を〕仰ぎ見ること

ができるか。」(アルマ5=19)

ル マ書第5章 の中 で， アル マ は

ア 当時 の教 会員 に次 の よ うに尋 ね

てい ます。 「あ な たが た は霊 的 に神 か

ら生 まれ てい るか。 …… あ なたが た は

心 の 中に， この大 きな変化 を経 験 した

か 。」(14節)「 あ な たが た は， 自分 た
あがな

ちを造 られた御 方 の瞭 い を信 じる信 仰

を働 か せ て い るか 。」(15節)「 あ なた

が た は ， 自分 の 顔 に神 の面 影 を刻 ま

れ 」 てい るか(19節)。
こんにち

これ ら「は皆， 今 日， わ た した ちが 自

答 すべ き良 い質 問 です 。

大きな変化を経験する

わ た した ちが 「神 か ら生 まれ」 ，神

の面 影 を 「自分 の顔 に刻」 むた めの第

一歩 は
， イエ ス ・キ リス トに対 す る信

仰 か ら始 ま ります 。信 仰 は， わ た した

ちが悔 い改 め， 福音 の儀式 を通 して救

い主 と聖約 を交 わ す動 機 づ け とな りま

す 。 その後 は， 聖約 を守 るにつ れて，

主 が わた した ち に聖霊 を通 して祝福 を

与 えて くだ さい ます。 聖霊 に よって わ

た したち は心 を清 め， 変 え る こ とが で

き るので す。

教 会 員 の多 くは この大 きな変 化 を経

験 した こ とが あ り， アル マ の質 問 に心

か らへ りくだ った 気持 ち で 「はい」 と

答 える こ とが で き ます。 しか し，'まだ

その ような変化 を起 こす た め に必 要 な

.決心 を して いな い人 もい るで し ょう。

あ るい は， その よ うな変化 を経験 した

ことが あっ て も， 自分 が 主 の愛 を生活

の 中で ほん とうに実践 して い るか ど う

か疑 問 に感 じる人 もい るで しょ う。

自分の顔に主の面影 を認める

わたしたちの霊的な状態がどのよう
めいそう

な もの であ ろ う と，祈 りや瞑 想 を通 し

て天 父 と一対 一 で時 を過 ごす こ とに よ

り， わ た した ちは洞察 力 を得 た り，個

人 的 な成 長 を遂 げた りす る ことが で き

ます 。鏡 を見 る ときの よ うに， 自分 自

身 につ いて変 える必 要 のあ る事柄 を発

見 す るか も しれ ませ ん。 また ある とき

に は，鏡 に写 った 自分 の顔 に主 の面影

を見 い だす こと もあ るで し ょう。 最近 ，

あ る姉 妹 はそ の よ うな 自分 の経験 につ

い て次 の よ うに語 りま した。

「あ る晩， わた しの人 生 に生 じた非

常 に困難 な 問題 に つい て熱心 に祈 って

い る と， 天父 の愛 が わ た しの体 中 に満

ち， 慰 め を感 じ ま した。 感謝 の気 持 ち

で祈 りを終 え，涙 をぬ ぐい なが ら立 ち

上 が った と き， ふ と鏡 を見 ました。 そ

の瞬 間， つ か の間 で はあ りましたが，
み たま

確 か に御 霊 に よ り， わ た しの心 だ けで

な く顔 の表情 まで もが美 し く変 え られ

て いた ので す。 数秒 の後 ， 目 に見 え る

変化 は次 第 に薄 れ てい きま した が， し

ば ら くの間 ，純粋 な愛 の気持 ちに満 た

されて い ま した。 この経 験 は，御 霊 を
はんりょ

伴侶 とで き るふ さわ しさ を もっ と身 に

付 けた い とい うわ た しの願 い を深 めて

くれ ま した 。」

主の教 会 の会 員 として， わた したち

は 「キ リス トの満 ちみ ちた徳 の高 さ」

(エペ ソ4：13)に どれ ほ ど近 づ い て

い るか ， 自分 で吟味 す るよ う勧 め られ

て い ます。 そ れ は， この姉妹 の よ うに，

祈 り と瞑想 を通 して行 うこ とが で きま

せいさん

す。 聖文 を勉 強 し，聖 餐 にあず か る こ

と も，わ た した ちの生 活 に聖 霊 の導 き

を招 くうえで役立 ち ます 。 そ して，御

霊 の 力 に よって， わ た した ち はキ リス

トに もっ と近 づ く方法 を学 ぶ こ とが で

きるので す。 また あ る ときに は， わ た

した ち の努力 が 主 に受 け入 れ られた こ

とを御 霊 によ って確信 す る こと もあ り

ます 。 どの よ うな場合 で も， そ の よ う

な経験 を通 して イエ ス ・キ リス トに対

す る信仰 が 強 め られ るので す。

こう して， イエ ス ・キ リス トを中心

と した生 活 を送 るよ うにな る につれ て，

アル マが 語 った大 きな変化 を経験 し，

自分 の 顔 に神 の面 影 を よ りい っ そ う

はっ き り と刻 む こ とがで きる よ うにな

ります。

●わ た した ちの生 活 の 中に御 霊 を招

く方 法 と して， どの よ うな こ とが挙 げ

られ ますか 。

● 自分 の顔 に主の 面影 を刻む とは，

ど うい うこ とで し ょか。 □
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体 の た め に な らず

七十人会長会

八ロル ド ・G・ ヒラム

藷
差
§寄

蓬

塁

止 科医になるための最後の2年 間，わたしは世界屈

凶 指耀 籍 整形外科医から授業を髄 受1ナると
いう特権にあずか りました。教授自身，自らの準備 と訓

しん し

練のために，長 く真摯 な勉学の日々 を送った人でした。

歯科医 としての学位 を取得 した後で，彼はさらに歯列矯
こうこう

正術，口腔外科，整形外科，病理学の分野でも学位 を取

得 しました。その技術 は世界中に知れわたり，至る所か

ら彼を頼って患者が殺到 しました。外傷性の事故に伴 う
しゆよう

口や顔の整形，顔 を変形 させる悪性腫瘍の除去，そのほ

か，顔を元の状態 に戻すために彼の才能 を必要 とする人

が大勢いたのです。

わた したちは，毎週 この高名な外科医から講義を受け

ることができたのです。講義は臨床室で行われ ました。

そこで歯科の生徒 は個々の患者の障害を観察するだけで

な く，外科矯正 によってもた らされる効果 も知 ることが

できました。治療前の講義では，臨床や実験の後の研究

結果を数多 く紹介して くれました。 また障害を引き起 こ

させたと考えられる様々な原因や薬品について議論が交

わされました。

わた しが何度 とな く興味 を覚えたのは，主が預言者

ジョセフ ・ス ミスを通 して人類 に明 らかにされた有害な

物質の中に， これ らの薬品 と同じ成分が含 まれていたこ

とで した。知恵の言葉 には，わた したちの体に有益な

種々の物質はもちろん，有害な物質 についても重要な助

言が記されています。 この知識 は，医学界により世に紹

介 され るずっと以前 に主により明 らかにされていたわけ

です。 この事実は，ジョセブ ・スミスが主から召された
あかし

回復の預言者だった， という強い証 をわたしにもた らし

ました。

講義の最中に目を閉 じると， まるで教会の集会に出席

し，知恵の言葉を守って生活することにより得 られ る祝

福 について学んでいるような気がした ものです。 この著

名な外科医は，ほ とんどすべての講義の中で，たばこの

もたらす有害な結果について痛烈に非難しました。そして，
ま

わたしたち学生 はその事実を目の当た りにしたのです。
はいがん

当時，喫煙が肺癌の第一 の要因であるという証拠 は確
こうとう

認されていましたが，口腔癌や喉頭癌の第一の要因であ

るとまで書かれた出版物 はほとん どありませんでした。

あの臨床室で，歯科学生だったわたし嫉，口や顔にでき

る癌がもた らす破壊的な結果 を見せつけられました。 こ

の種の癌は，喫煙だけでなくかみたばこの習慣 にも帰因

します。たばこという刺激物 を絶えず口内の組織 と接触

させることにより，顔 を変形 させる腫瘍の生 じる可能性

が高 くなるのです。

「さらにまた，たばこは体のためにも，腹のためにも

ならず，人間のためにも良くない……。」(教義 と聖約89：8)

講義の中では，アルコール も口やの どの繊細 な組織に

ある種の刺激を与 え，別の種類の腫瘍を生む原因になる
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と非難 されました。

「さらにまた，強い飲 み物 は腹のためにな らず，あな

たがたの体を洗うためのものである。」(教義 と聖約89：7)

お茶やコー ヒーについては，体に及ぼす化学的な悪影

響 という観点か らだけでな く，摂取する際の温度 という

観点か らも論 じられました。これらの飲み物 は，熱い温

度で飲むのが普通であり，知 らず知 らずのうちに，沸騰

温度に近い温度で飲 む人が多いのです。 このような習慣

が もたらす有害な影響 も実際に観察 しました。

「さらにまた，熱い飲 み物 は体や腹のためにな らな

い。」(教 義 と聖約89：9)

しかし， どうして これらの物質の影響力 は人により異

なるのでしょうか。同じ状況や環境 にあって も，病気で

患 う人がいるかと思えば，まった く問題 を生じない人が

いるのはなぜで しょうか。

高名な我 らが教授 は，次のように説明 して くれ ました。

細胞 というのは普通の状態では正常 に働 くものです。し

かし，そのような細胞 も，何 らかの要因が引き金 とな り

異常を来 します。そして，急速に成長 した異常細胞 は，
しゆよう

変形をもた らし，生命を脅かす破壊的な腫瘍 となるので

す。 この引き金 となる要因，いわゆる誘導要因に反応す

る度合いは，個人個人が受 け継いだ遺伝子に左右 されま

す。反応の度合いが非常 に高 く，小さな刺激物でも細胞

に変化 を来す人 もいますし，そうか と思 えば，刺激物に

比較的強い人 もいます。 このように，細胞が誘導要因に

反応する度合いは，遺伝子の状態によって異なるのです。

ある人 は長生 きをして何の問題 もなく年 を取ってい くの

に，ある人は人生の早い時期に簡単に発病してしまう理
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由は， ここにあるのではないで しょうか。

このことを理解すれば，「知恵の言葉」で言 う 「すべ

ての聖徒の中の弱い者および最 も弱い者の能力に適する

もの」(教 義 と聖約89：3)と いう言葉 の意味 をもっ と

よく理解することがで きるでしょう。有害な物質に対す

る抵抗 力の弱い人の場合，1回 だ けの経験 が引 き金 と

なって思いもしなかった，危険な細胞の変化を招 く可能

性があるのです。

預言者ジョセフ ・ス ミスは， この 「知恵の言葉」 とい

う偉大な健康の律法を， まだそのような考 えが人々に知

られていない時代 に明 らかにしたわけですが， この預言

者の言葉 を医学界の進歩が立証 してきていることには興

味を覚えます。
じょう

若い歯科学生だったころのわた しは， この傑出した上
が くこつ

顎骨整形外科医の知識に深い感銘 を覚えました。豊富な

知識 を持っているように見 えましたし，その技術には驚

嘆 させ られました。しか し，実際の ところ，彼の知識は
いや

ハ ンセ ン病患者を癒 し，ラザロを死か ら蘇生させ， さら

に盲人の目を見えるようにしたあの偉大な医師の知識に

比べれば取 るに足 りないものだったのです。「知恵の言

葉」はこの偉大な医師から与えられました。そして医学

界 は，やっとのことでその知識に追 いつこうとしている

のです。
こんにち

今日，主の与えられた健康の律法に従って生活するこ

との大切 さと，主の禁 じられた物質 を摂取することの危

険性を証明する発見が 日を追 うごとに増 してきています。

真理が，部分的にではあ りますが，世の人々に受 け入れ

られつつあるのです。世の中が健康に関心を持ちだした

のです。何億円というお金が運動器具や健康クラブの費

用 に飛 んでい ます。部分的で はあって も， 「知 恵の言

葉」に従 うことが大切だと認められるようになってきた

のです。 しか し，サタンは一つの方法が駄 目になった場

合，いつも別の方法を使います。麻薬，不道徳，ポルノ

グラフィー，家族のきずなを弱めることな どがそうです。

わた しは力強 く霊感あふれる父が，次のような賢明な

勧告を与 えてくれた ことに生涯感謝することでしょう。
「最初の誘惑 に常 にノー と言うな ら，2回 目の誘惑 に自

分がノー と言えるか どうか心配 しなくて済む。」最初の

誘惑にノー と言 えるだ けの勇気があれば，2回 目の誘惑

については心配する必要がないとい うこの考え方は心に

平安をもたらして くれ ました。すべてはわた し'にかかっ

ていたのです。□

恵の言葉(教 義 と聖約89章)の 中には， してはな

知 ら な い こ とが 明 記 され て い ます 。 しか し， 同 時 に

教 会 の 指 導 者 の話 や 聖 文 ， 特 に 「知 恵 の言 葉 」 か ら，健

康 に役 立 つ こ と と し て 日々 で き る こ と も， た くさ ん 学 ぶ

こ とが で き ま す 。

「知 恵 の 言 葉 の 中 で も 『な す べ き こ と』 に触 れ た 箇 所

に も っ と心 を 向 け る な ら ば， 『す べ きで な い こ と』 の勧

め に 従 う の が も っ と容 易 に な る で し ょ う。」(ジ ョ ン ・

A・ ウ イ ッ ツ ォ ー ，Co吻 名6η66R勿oγ'『 大 会 報 告 』

1926年4月 ，p.1エ0)

「なすべ きこ と」を実行 しま しょう

運 動 一 霊的な健康 も大切ですが，肉体的な健康状

態 も大切です。皆 さんは，毎 日運動を十分 に行っている

で しょうか。エズラ ・タフ ト・ベンソン大管長は，次の

ように述べてい ます。「休息 と運動 は健康 には欠かせま

せん。また，新鮮 な外気の中での散歩は霊 を活気づけま

す。」(E%s忽 η 『エンサイン』1974年11月 号，p。66)

睡 眠 確かに，「毎晩どれ くらい休息を取ればいい

か」 は教義 と聖約第89章 に記 されていません。 しかし，

少 しページを戻 してみると，第88章124節 にこう書かれて

います。「必要以上に長 く眠るのをやめなさい。疲れるこ

とのない ように，早 く床に就 きなさい。あなたがたの体

と精神が活気づけられるように，早起 きをしなさい。」

肉体 には十分な休息が必要です。だからといって一 日

中寝ていてもよい というわけではありません。

食 物 適切な食事 を心が けることも，肉体を管理

する方法の一つです。聖文には，すべての穀物 は人間の

ためにな り(教 義 と聖約89：14参 照)， 肉は 「人間が…

…用いるために定め」 られたが 「控 えめに用い」(教 義

と聖約89：12)な ければならない， と書かれています。

慈愛に満ちた天父は，わたしたちが幸福 と健康を得 ら

れるように，絶えず指示を与 えて くださいます。わたし

たちは選択の自由を行使 して，注意深 くその導きに従 う

ことがで きます。そうすることにより，わたしたちの生

活 も日ごとに祝福 を受けるのです。世の人々も，若い歯

科学生時代のわた しがそうであったように，試行錯誤 を

繰 り返し，最終的にはこの真理にだどり着 くことで しょ

う。そして，忠実に信仰を表す人々はすでに祝福を享受

し幸福を得ているのです。□
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逆 効 果

あかし

わた しの証 はすで にいくらか揺 らいでい

ま した。車の フロン トガラスに反モルモ

ンのち らしを見つ けたのは，そんな とき

で した。

ス テ フ ァニ ー ・ラ ドフ ォ ー ド

つものように，目覚 まし時計が4時 半 に鳴 りまし

い た 。 そ し て ， い つ もの よ う に ， わ た し は手 を伸 ば
くらやみ

してベル を止めました。暗闇の中で起 き上が り，毎朝 ど

うして4時 半に起 きなければならないのだろうと自問し

ました。早朝セミナ リーなんてばかばか しい とぶつぶつ

言いながら，起 きて仕度 をしました。兄はすでに起 きて

います。

いつものように，わたしたちは5分 遅れて教室 に着き

ました。わた しは後ろの方の席に座 りました。最近，わた

しの証 は揺 らいでい ました。物事が うまくいかず，成績

も落ちていました。 もし自分が正 しい生活 を送っている

のなら，すべてはもっとうまくい くはずだ と思いました。

席 に着いてはいるものの， レッスンを聞いてはいませ

んでした。教会 はほんとうに真実なのだろうかと考え始

めていたのです。その考えにぞっとしました。 これまで

ずっと教えられてきたことは間違っていたのだろうかと

思いました。そ こです ぐ，授業中でしたが，教会が真実.

なのか どうか分かるよう助けて ください， と静かに祈 り

始めました。そのときも，教 えられていたレッス ンには

まった く耳 を傾けてはいませんで した。 こうして， よう

や くセミナ リーが終わ り，兄 と一緒 に建物 を出ました。

車に乗 ろうとすると， フロン トガラスに1枚 のちらし

が挟んであるのに気づきました。最初 は何かの広告だろ

うと思いました。二つ折 りになっているちらしを広げる

と，太字で上の方にこう書いてあ ります。 「どちらを信

ずるべ きか。」読んでみると，そこには互いに矛盾 し合

うように見 える 『モルモ ン書』の聖句 と，教会の書籍や

指導者の言葉が羅列 してあ りました。通 りを少し行った

所 にある別の教会のちらしでした。

兄 とわたしは，それを家 に持ち帰 り，両親 に見せまし

た。二人はそれを読 むと，みんなでその中の一つの文章

について数分話 し合 いました。すると矛盾 は解けました。

両親はちらしを机の上に置き，わたしたちは学校へ出か

けました。

2，3日 後，わた しはちらしを取 り上げ，引用句を一

つ一つ調べ始めました。 ちらしは間違ってい ました。引

用句はどれ も矛盾してはいなかったのです。引用句を集

めた人 は，聖句や指導者の言葉の一部，つまり，一見 し

た ところ互いに矛盾するように思える，一部分だけを引

用 していたのです。その とき，初等協会の教師がかつて

教 えて くれたことを思い出しました。「聖句の一部では

な く，全部 を読 みなさい。」

わたしはベ ッドのそばにひざまず き，祈 りました。教

会が真実であるか どうか， また 『モルモン書』に書かれ

ていることは正 しいか どうか，天父 に尋ねました。アー

メンと言ってか ら， そのまま数分ひぎまずき，耳を傾 け

ました。立ち上がった とき，霊感を受けたような気持ち

がしました。心が高 まり，幸せな気持ちに包 まれ ました。

その経験から，教会 も 『モルモ ン書』 も真実であると知

ることができました。それはまさに，祈 りへのこたえで

した。

ある意味で，わたしは教会を中傷 しようとする人々に

感謝 しています。彼 らがいたか らこそ，わたしは自分自

身で答 えを見つけようとしたのです。そして， これまで

教えられて きたことはほん とうに真実である， と悟った

のです。□
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ラス近 くにあるミッション系の一流医大では，末 日聖徒

は彼 らだけだったので，二人 は教会に関す る誤解を解 く

ように努力 しました。サ ントシュは学生たちの問で大変

人気があ り，学生協会の会長 に選 出された ほどです。

「わた した ちは模範 を示す ことの大切 さを学びました」'

とサンジェイは言い ます。「説教 した り言い争 った りす

るよ り，ずっ と効果的な方法です。」

現在，インドの若い世代は回復 された福音のメッセー

ジを受 け入れ る傾向をますます強めています。スニーサ，

サン トシュそしてサンジェイのように，大半の教会員は

若い人たちです。、指導者めほとん どが20代 ，30代 の会員

で占められている支部 も珍し くあ りません。

日曜 日，ヒデラバー ド第2支 部では27歳 の電気技師ラ

ジュ ・グーティが日曜学校会長会の責任 を熱心に果た し

ています。奥 さんのスーアプナは，初等協会の会長 とし

て支部の子供たちに賛美歌 とレッスンを教 えています。

ラジュの25歳 の弟 ビクターは，経営管理学修士課程の学

業か ら時間を割いて，支部長会の責任に従事 レています。

22歳 の妹ヘマーと19歳 の弟 ジョンは二人 とも大学生で，

それぞれ若い女性会長 と若い男性会長 として支部の青少

年たちを助 けています。そのうえ，5人 とも週 日には時

間を作って地方部宣教師 として働いているのです。

ヘマー とジョンは伝道 に出たい と願 っています。ヘ

マーの言葉 を借 りると，伝道は 「この世で最高の業」な

のです。 しかし，ヘマーの伝道は親の決めた結婚のため

に延期 されるか もしれません。すべては教会員でない父

親の一存 にかかっています。「毎 日の祈 りの中で，両親

が改宗してわたしを伝道に出して くれるように主に祈 っ

ています」 とヘマーは言います。「伝道 はわた しにとっ

て， とて も大切 なものですが，父を敬わないわけにはい

きません。」

選択が許されるなら，ヘマーやほかの若い女性たちの

ほとんどは，インドで 「恋愛結婚」 と呼ばれる結婚の形

態を選ぶことでしょう。親に決 められる結婚 より自分の

意志で相手を選ぶ結婚です。かつてタブー とされていた

デー トも，インドの都市部 では見 られるようにな り，恋

愛結婚の数は増 えています。若い末 日聖徒の女性 は，い

つか，何千マイル も離れてはいる もののい ちばん近 い

フィリピン神殿に連れて行 って くれる神権者 と結婚する

ことを望んでいまサ。そして，インドに神殿が建設され

る日のために熱心に働 き，祈 っているのです。

.教会員の数が少な く，都市間の距離 も遠 く離れている

ため，教会員同士で結婚で きる若者はほとんどいません。

そして，会員でない人 と結婚 した人たちは活発でいるこ

とが難 しくな ります。このジレンマを解決するため，イ

ンドの伝道部長たちは，末 日聖徒の独身成人同士を紹介

し，会員間の結婚を奨励するようにしています。

「モ ル モ ン と は 」

フ ィ リ ピ ンで 伝 道 した セ エ マ ・ジ ョ ン は， 自分 を帰 還

宣 教 師 だ とは 思 っ て い ませ ん 。 「今 も， 自 分 は ず っ と宣

教 師 だ と罵 っ て い ま す 」 と彼 女 は言 い ます 。 セ エ マ は イ

ン ド北 部 に あ る首 都 ニ ュ ー デ リー の 出 身 で す 。1，000万

人 近 くが 住 む大 都 市 ニ ュー デ リー に は， 教 会 の小 さな 支
あかし

部が二つあ ります。「わたしは行 く先々 に，いつで も証

を携 えて行 きます。」，

セエマは亡 き母 のためにフィリピン ・マニラ神殿で身

代わ りの儀式 を行 い，家族 を啓発するためにたゆまず努

力 して きました。「福音の知識 に とて も感謝 していま

す」 と彼女は言います。「真理 を知っていなが ら，その

喜びを分かち合 える家族や友人がいないのはつ らいもの

です。」 ほかのインド人帰還宣教師 と同 じように，セエ

マ も，伝道の業，改宗そして活発化が もたらす喜びが大

好 きです。

イ ンド南部のバ ンガローレで教会が力を増 している原

因は，支部の指導者 として奉仕する帰還宣教師たちにあ

ると言えるか もしれません。バ ンガローレ第1支 部の支

部長マイケル ・アンソニーと二人の副支部長そして幹部

書記は，伝道中に得た熱意 を現在の召 しに注いでいます。
せいさん

こうして，支部のバ プテスマ数は増 え，聖餐会は80パ ー

セン ト近い出席率 となっています。

「今では神殿推薦状.を持っている人が支部に10人 いま

す」 と，バ ンガローレで最初の教会員だったアンソニー

支部長 は言います。「会員たちには神殿 に行 くだけの経

済力はあ りませんが，自分たちが忠実であろうと努力 し

ていることを主に示したいと望んでいるのです。」

バンガローレ第2支 部の会員たちは，愛の力で，教会
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活動にあまり活発でない家族のほとん どを再活発化する

ことに成功 しました。 ラジャ ・ドリスワミ支部長はこう

言います。「家族全員に命の木の実 を与 えたい と望んだ

リーハイのように，わた したち も，すべての人がバプテ

スマを受け，活発でいてくれることを願っています。」

教会への認識を深めてもらうために，バ ンガローレの

二つの支部 はほかの教会 と一緒に社会奉仕活動 に参加 し

まレた。 また，昨年12月 には，ほかの教会の聖歌隊 も参

加 したクリスマスプログラムで，二つの支部合同の聖歌

隊が4，000人の聴衆を前 に歌いました。「みんなモルモン

タバナクル合唱団 を期待 していたようですが， とにか く，

わたしたちの歌を喜んで くれました」 とドリスワミ支部

長は言います。「皆が，『これでモルモンとはどんな人々

なのか分かった』 と言って くれました。」

「実を結 ぶ」

神聖視 されている牛がインドの舗装道路や農村の裏道
きょう こう

をかっ歩 しています。 ヒンズー教の寺院からお経 と香の

香 りが天 に向かって立ち上 る中，イスラム教のモスクか

らは信者 に祈 りを呼びかける声が聞こえてきます。 クリ

ステヤンはそれぞれの礼拝堂で賛美歌を歌い，赤いター

バンを巻いたシーク教徒は彼 ら独 自の信仰行事を行 って

います。

北部にそびえ立つヒマラヤ山脈，北西部の砂漠地帯，

北東にある肥よ くな平野部か ら，南部のデカン高原，そ

して緑豊 かな沿岸の平野地帯 まで，イン ドでは日ごと

様々な儀式や信仰行事が執 り行われています。 ヒンズー

教，シーク教，仏教そしてジャイナ教の発祥地であるイ

ンド・は，多宗教国家です。 イン ド人の約83パ ーセントは

ヒンズー教徒，そして11パ ーセントがイスラム教徒です。

クリスチャンのほ とんどはイン ド南部の数州に住んでい

ます。インド人は，紀元50年 ごろ使徒 トマスが この地方

を訪れた と信 じています。全人口に占めるクリスチャン

の割合は3パ ーセン ト以下です。

このような背景の下で，末 日聖徒イエス ・キリス ト教

会は独自の地位 を確立 しようとしてい るのです。宗教を

変えることに対 して多 くのイン ド人が保守的な態度 を示

していることを考 えれば，近年の会員数の増加は画期的

と吾えます。

歴史的に見て， キリス ト教の宣教師たちが，人々に食

物 と金銭 を与えることで 「米クリスチ ャン」 と呼ばれる

改宗者を得た ことが しばしばあ りました。飢えと苦しみ

の多い この国では，「米ク リスチャン」的態度 は今で も

残 っています。教会に改宗すれば施 し物 を受けるどころ

か，反対 に人に与 え奉仕するのだ と聞 くと，皆一様 に驚

きます。
「福音 は物質以上の ものを豊かに与 えて くれる

， とい
あかし み たま

う証を求道者 自身が御霊 によって得るまでは，彼 らか ら，

改宗 した ら 『どんな得になるのか』 と質問されることは

珍し くあ りません」 と第一副伝道部長であ り，インドの

教会地域監督 も務 めるエベネザー ・ソロモンは言います。

現在教会は，公的には 「協会」 として認可されている

だけで， まだ不動産 も建物 も所有 していませんし，結婚

を司式する法的権限 も認 められていません。ほかの宗教

の指導者の中には，自分たちの信者が回復 された福音を

学ぶのを阻止する説得材料 として， この事実を利用する

人たちもいます。それに もかかわ らず教会 に関心を持つ

人は増 え続けてお り，今では英語 を話せない人々にも福

音を広めるべ く，準備が進行 しているところです。

教会の各種資料や聖文をインドの主要言語に翻訳す る

作業が目下進められています。 ヒンディー語，テルグ語，

タミル語 そしてベンガル語の資料が整 えば，福音のメッ

セー ジを人口の約75パ ーセン トの人々 にもたらす ことが

可能 とな ります。

1992年 ，十二使徒定員会のニール ・A・ マックスウェ

ル長老 はインドの教会員に向かって， この国で主の業が

進み行 く時が来ました， と話 しました。それ以来，会員
こんにち

たちは心新たに伝道活動に取 り組 み始めました。今 日，

会員たちは， よき羊飼いの呼びかけにこたえるイン ド人

が増 えていることを喜んでいます。

「教会員であることはチャレンジですが，わたしたち

は大 きな家族の ようなものです。」元 ヒデラバー ド支部

の支部長であるバサンス ・ラシュ ・ブラガンサは言いま

す。 「イン ドには教会がほんとうに必要なのです。時間

とお金を犠牲 にしてこの国に福音をもた らして くれた宣

教師たちに感謝しています。彼 らがわた したちの心にま

いた種 は，今生長 し，実を結びつつあるのです。」
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預言者の約束 を

証明す る
`

ジ ェー ム ズ ・R・ プ リ ン ス

ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン大 管 長 は ，1986年 の 大 会

工 で ， 聖 徒 た ち に次 の よ うに 約 束 し ま し た 。 「『モ ル

モ ン書 』 に は力 が あ っ て ， 真 剣 に 読 み始 め るや 否 や ， そ

の力 は読 む者 の人 生 に 流 れ 込 み … … ま す 。」(「 『モ ル モ ン

書 』 わ た し た ち の 宗 教 の か な ・め 石 」 『聖 徒 の 道 』

1987年1月 号 ，p.6)わ た し と妻 は 大 管 長 の 約 束 に 鼓

舞 さ れ ， 子 供 た ち と一 緒 に ・『モ ル モ ン書 』 を読 も う と決

意 し ま した 。
かしら

当時我が家には，6歳 を頭に生後6か 月まで4人 の子

供がいました。初 めは1日 に半ページ，つまり片方の段

を読むのがやっ とで した。全部で531ペ ージ(英 文)で

すから，段の数 はその倍 もあります。途方もない量 に思

えました。

わたしたちの読 み進む速度は実 にゆっ くりしたもので

した。だか らこそ，平 日は何 として も読 もうとあらゆる

努力 をしました。子供たちはとて も協力的で，読み始め

るためにわた したちを朝起 こして くれ ることもしばしば

で した。読まない日などほとんどありませんで したが，

それでもニーファイ第一書を読み終えるのに半年以上か

か りました。

このころになると，上の二人の子供たちは，わずかな

が ら単語が読めるようになりました。そして遅いペース

なが ら，イザヤ書の引用を含むニーファイ第二書 を読み

終えるころには，霊的な面をはじめいろいろな面で家族

として成長 しつつありました。わた したちは霊的な事柄

について家族で語 り合 う時間を毎 日設 けるようにな りま

した。子供 も一人増えました。汚れたおむつを替 えた り，

赤ちゃんにミルクをあげた りして，よく中断させられ ま

したが， どんなに時間がかかるように思えてもその日の

予定分 は読み終 えるよう努めました。

いちばん上の子供が11歳 になるころには読む速 さも増

し，1日 に1ペ ージ進む ようになりました。その年 も半

ばに差しかかった ころ，アルバータ神殿が翌年の春に再

奉献 されるとい う知 らせを聞きました。それはわたした

ち家族がずっ と待ち望んでいた ことでした。計算 してみ

て分かったのですが， もし今のペースで読み進 めていけ

ば，奉献式の当日には 『モルモン書』の最後の1章 を残

すのみ とな ります。そこで，わた したちはこの式に出席

するため1，200キ ロの旅を計画 しました。奉献式当日の

朝，早 く起 きて神殿の敷地 まで行き，最後の1章 を読む

のです。

奉献式の夜明けはまばゆ く，澄み切っていました。神

殿の敷地は美 しく，わた したちは古い石碑の後 ろに腰 を

下 ろし，最後の章を読む準備 をしました。

その章を読み終え 『モルモン書』 を閉 じたとき，いつ
み たま

にも増 して，強 く御霊 を感 じまレた。『モルモン書』 を

読み終えるまで約5年 の月日がかかった ことにな ります。

わたしたちは，『モルモン書』が神の言葉である という

確信 を得 られるよう，一人ずつ順番に祈 りました。天使

を見た り，天か らの声を聞いた りしたわけで はありませ

ん。 しか し全員が聖霊を身近 に感じ，穏やかで平安な気

持ち，そして愛に満たされ ました。『モルモン書』は真
あかし

実であり，神聖な書物である， という御霊の証 を一人一

人が受け，涙が込み上 げてきました。

わたしたちは 『モルモン書』の偉大な預言者 について，

より深 く知 ることができたことに感謝 しました。そして

預言者の言葉 を読むことによって得た数々の祝福 に感謝

しました。すなわち，困難な時代にあって信仰や強さを

増すことができ，家庭の中にいっそうの愛 と平安をもた

らすことができたのです。確かに，わた したちは神の預

言者が約束 した祝福 にあずかったのです。□

墓
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てが 『モルモン書』の出現についてのジョセブ ・ス ミス

の言葉 に基を置 いているというのです。このようなとて

つもな く大胆で重大な意味をはらんだ発言を，ベンソン

大管長のような傑出した人物の言葉 として耳にすると，

思わずはっとさせ られます。 これはわたしにとっては，

す ぐに勝 ち負 けが決 まって しまうサ ドンデス(訳 注

球技の延長戦で， どちらかが得点した時点で試合終了 と

なること)の ようなものです。つ まり，『モルモ ン書』

はジョセブの言葉 どお りの ものなのか，・それ ともこの教

会 とその創立者の言葉はでた らめで偽 りであり，初めか

ら人を欺 くものだったのか， ということです。

人生 はすべてがすべて白か黒かで片がつ くものばか り

ではあ りませんが， 『モルモン書』の信ぴ ょう性， また

わた したちの信条における 『モルモン書』のかなめ石 と

しての役割 の真実性 は， まさに白か黒かの問題であると

言えましょう。 ジョセブ ・ス ミスはその言葉 どおりの預

言者だったのでしょうか。すなわち，御父 と御子にまみ

え，後に天使モロナイの訪れを受 け，モロナイの口か ら

繰 り返 し発せ られる勧告の言葉を聞き，やがて一組の古
た まもの

代の金版 を受け取 り，それを神の賜物 と力 によって翻訳

したのでしょうか。それ とも，そのようなことは一切な

かったのでしょうか。 もし仮 に彼の言葉が偽 りだった と

すれば，ベンソン大管長の声明の精神 に照 らして考 えて

みると，ジ ョセ フには，ニューイングランドの農村が生

んだ英雄であるとふ，善意の若者であるとか，驚 くべき

想像力を持 った作家であるとか といった評価 を受ける資

格 さえな くなるでしょう。そうです。偉大な教師 とも，

傑出したアメ リカの預言者 とも，偉大な知恵文学の作者

とも呼 ばれ る資格 はあ りません。『モルモ ン書』の出現

についての彼の言葉が偽 りであれば，彼 にはそのように

呼ばれる資格 は一切ないのです。

わた しの今の心境 は，キリス トの神性 について語った

C・S・ ルイス と同 じです。「わたしはここで，人々が

主についてしばしば語 るまことに愚かな言葉 を口にしな

いように申し上げたい。〔っ まり，〕『わた しはイエスを

人の道を説 く偉大な教師 としては受け入れる用意がある

が，彼の神 としての主張は受け入れない』 というもので

ある。これは，わた したちが決 して口にすべ きでないこ

との一つである。・一介の人間であった者が，イエスの言

われたようなことを口にした とした ら， その者は人の道

を説 く偉大な教師などではない。自分をゆで卵だとい う

たぐいの気の触れた人間か，でなければ地獄の悪魔であ

ろう。あなたは自分で選択しなければならない。 この男

が過去にも現在 にも神の子なのか，それ とも狂人かそれ
ごく

以下の者なのかを。あなたは彼 を狂人扱いにして牢 に閉

じ込めることもできる。っばきを吐きか け，悪魔 として

殺す こともで きる。 また，足 もとに身をかがめて主なる

神 と呼ぶこともできる。 しか し，彼 に対 して偉大な人間

の教師 という意味のない考 えを持つのだけはやめようで一

はないか。 そのような選択 を主はわた したちに許 されて

はいない。主 にはその意 図はなかったのだ。」(脆76

C編s擁 ηめ 『単なるキリス ト教』pp.40-41)

わた しが提案 したいのは，イエス ・キリス トの福音が

回復 されたことと 『モルモン書』が天与の書物 であるこ

とについて，ベンソン大管長 とまった く同じ，白か黒か

の大胆 な主張をす ることです。 これは義務です。論理的

にも正当性の面か らもこれ は必要です。ジョセブ ・ス ミ

スを預言者 と.して，『モルモン書』 を奇跡的に啓示 され

た神の尊い言葉 として受け入れて ください。そうでなけ

れば，ジョセフも 『モルモ ン書』 も，人々を滅 びに陥れ

る欺 まんとして，地獄 に葬 り去るべ きでしょう。間違っ

ても，想像力やまれな文章表現力をもって この少年の驚

くべき特質 とするようなあやふやな立場 は取 らないよう

にしたいものです。それは，倫理的にも，文学的にも，

歴史的にも，神学的にも受け入れ られない立場です。

神の言葉は常に，「生 きていて，力があ り， もろ刃の

剣 よりも鋭 くて，関節 も骨髄 も切 り離すほど」です(教

義 と聖約6：2)。 それが純粋 に，簡潔 に，そ して正確

に 『モルモン書』に当てはまることを，わた しは改めて
あかし

証 します。『モルモ ン書』 はそのように生 きていて，そ

のように力があ ります。そ して確かに，そのように鋭い

のです。わた したちの歴史の中で， またわた したちの

メ ッセージの中で，「『モルモン書』は神 の言葉である」

という妥協 を許 さない宣言は，ほかのいかなる言葉 にも

増 して，速やかに人々の理解の目を開かせて くれます。

この問題 について，わたしたちは決 して揺 らぐことはな

いでしょう。

ジョセフ ・スミスについてのわたしの立場，すなわち

『モルモ ン書』のゆえにわたしが取っている立場 を明確

にしたいと思います。わたしはジョセブ ・ス ミスが天使

の訪れを受 け，その手に古代の金版 を受け取 った ことを，

心の底からはっき りと証 します。わたしはそれを，3人

の証人 とともに天使モロナイにまみえたかのように，ま

た3人 の証人や8人 の証人 とともに金版 を見，手にした

かのように，はっきりと証 します。

わた しの人生を変えたのは 『モルモン書』です。 『モ

ルモン書』 はイエス ・キリス トの福音が回復 された こと

をわたしに告げ，わたしの全身全霊 を教会に浸して くれ

ました。数ある世界の著作の中で，わたしは 『モルモン

書』を神聖なもの としての範 ちゅうに入れます。『モル

モ ン書』はわたしの知的 ・霊的生活の中で群を抜 くもの，

書の中の書であ り，『聖書』を再確認す るもの，ち りの

中からの声，キ リス トについての証，そして救いへ導 く

主の言葉なのです。□
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